
単位数

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

ａ ｂ ｃ

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

学
　
習
　
評
　
価

15

15

15

30

30

30

30

30

30

30

30

前 期 末

後期中間

後 期 末

前期中間

10

10

10

10

前 期 末

40

30

30

考査以外

30

30

15

15

15

15

1515

後 期 末

15

15

15

15

15

15

重み付け
考 査

15

科目番号

令和５年度 年間指導計画 E8

Ａ科:動物科学科　Ｂ科:植物科学科　Ｃ科:食品科学科　Ｄ科:人間科学科　Ｅ科:環境科学科

教　科 農業 科　目 森林経営

学
習
方
法

○森林経営の現状や今日的な課題や森林の機能などについて関心を持たせる学習をします。
○森林を総合的に利用することは、経営の安定化を図る上でも大切であり、地球環境問題の面からも生物多様性の確保と水や
炭素などの物質循環システムを維持する持続可能な森林経営が重要であることを学習をします。

教科書 文部科学省著作教科書　森林経営 副教材

２年・環境科学科

○森林経営における測定、計画と管理に必要な知識と技術を習得し、森林の機能と評価の意義を理解させるとともに、森林を持
続的に経営する能力と態度を身につけます。

学
習
目
標

2 学年・学科

評 価 の 観 点

前期中間

前 期 末

後期中間

後 期 末

前期中間

　森林経営に関する基礎的･基本的な知識を身につ
け、森林経営の意義や役割、今日的な課題を理解し
ているか。

　森林経営に関する諸問題の解決を目指して、自ら思
考を深め、基礎的･基本的な知識と技術を活用して具
体的な内容を判断し創意工夫ができるか。

　森林経営における測定、計画と管理について関
心をもち、基本的な知識･技能を学習や実習に意
欲的に活用しようとしているか。

思考・判断・表現

知識・技能ａ

ｂ

ｃ
主体的に学習に取り
組む態度(意欲)

評価の観点の趣旨 学期
割 合

40

40

40

後期中間

評価の観点
学期 単元の評価規準

単　元　名
（ 題 材 ）

評価方法
学 習 内 容
（小単元）

前
期
中
間

持続可能な社会の実現に向け
た森林経営の役割について学
びます。

・考査結果
・授業ノート
・授業態度
・小テスト
・レポート提出

第１章
「森林経営」とプロジェク
ト学習

第２章
世界と日本の森林・林
業
第１節　世界の森林と林
業

a　森林経営に関するプロジェクト学習の
意義や進め方について理解するとともに、
関連する技術を身につけているか。
b　森林経営に関する課題を発見し、プロ
ジェクト学習により科学的な根拠に基づい
て創造的に解決することができるか。
c　森林経営について自ら学び、プロジェ
クト学習に必要な情報収集と分析に主体
的かつ協働的に取り組む事ができるか。

a　世界と日本の森林・林業について理解
するとともに、関連する技術を身につけて
いるか。
b　世界と日本の森林・林業に関する課題
を発見し、科学的な根拠に基づいて創造
的に解決することができるか。
ｃ　世界と日本の森林・林業について自ら
学び、主体的かつ協働的に取り組むこと
ができるか。

森林経営とプロジェクト学習に
ついて学びます。

世界の森林帯について学びま
す。

世界の森林資源について学び
ます。

諸外国の森林と梨郷について
学びます。

岩手県立盛岡農業高等学校



〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

a　森林・林業の制度と政策について理解
することができる。
b　森林・林業の制度と政策に関する課題
を発見し、科学的な根拠に基づいて創造
的に解決することができる。
c　森林・林業の制度と政策について自ら
学び、主体的かつ協働的に取り組む事が
できる。

a  山地と農山村の保全について理解する
とともに、関連する技術を身につけること
ができる。
b  山地と農山村の保全に関する課題を
発見し、科学的な根拠に基づいて創造的
に解決することが出来る。
c  山地と農山村の保全について自ら学
び、その保全に向けて主体的かつ協働的
に取り組む事ができる。

国等の各種補助事業について
学びます。

政策主体と近年の政策動向に
ついて学びます。

治山の重要性について学びま
す。

山地の荒廃について学びま
す。

水の循環について学びます。

後
期
末

森林組合について学びます。

・考査結果
・授業ノート
・授業態度
・小テスト
・レポート提出

前
期
末

・考査結果
・授業ノート
・授業態度
・小テスト
・レポート提出

後
期
中
間

古代日本人と森林の関わりに
ついて学びます。

・考査結果
・授業ノート
・授業態度
・小テスト
・レポート提出

第5章　森林・林業の制
度と政策
第1節　我が国の森林政
策

第2節　制度と政策の体
系

森林・林業施策の成り立ちにつ
いて学びます。

森林と多面的機能及び林業に
おける予定調和について学び
ます。
森林の所有構造について学び
ます。

森林法と森林・林業基本法につ
いて学びます。

森林計画制度について学びま
す。

保安林制度について学びま
す。

a　森林・林業の制度と政策について理解
することができる。
b　森林・林業の制度と政策に関する課題
を発見し、科学的な根拠に基づいて創造
的に解決することができる。
c　森林・林業の制度と政策について自ら
学び、主体的かつ協働的に取り組む事が
できる。

日本の森林資源と林業につい
て学びます。

a　世界と日本の森林・林業について理解
するとともに、関連する技術を身につけて
いるか。
b　世界と日本の森林・林業に関する課題
を発見し、科学的な根拠に基づいて創造
的に解決することができるか。
ｃ　世界と日本の森林・林業について自ら
学び、主体的かつ協働的に取り組むこと
ができるか。

第5章　森林・林業の制
度と政策
第2節　制度と政策の体
系

第3節　近年の政策

第6章　山地と農山村の
保全
第1節　山地の保全

第２章
世界と日本の森林・林
業
第2節　日本の森林と林
業

木材の流通について学びま
す。

日本の森林帯について学びま
す。

岩手県立盛岡農業高等学校


